
 

    第 1３週目 １０／１２ ⑬行ってみよう～北海道（ほっかいどう） からの出題 

                                                       ※ココを見てね！▶行ってみよう～北海道（ほっかいどう） 

１．北海道の面積は、全国で何番目に広い？ 

正解：①１番目 
 

これは簡単（かんたん）すぎたかな？！ とにかくデッカイ北海道（ほっかいどう）は、わが国の都道府県（とどうふけん）の

中で１番広い面積を有しています。どれくらい広いかというと、国土面積（こくどめんせき）の約２２%（ぱーせんと）あり、

九州地方の２倍以上、四国地方の６倍弱です。ちなみに、地目別（ちもくべつ）の面積割合（わりあい）は、田畑１５．０%、

宅地（たくち）１．６%、山林５０．８%、原野（げんや）５．４%、牧場（ぼくじょう）２．１%、その他２５．１%です。 

                                                 ※北海道総合政策部「固定資産の価格等の概要調書」(H.３０年１月)より 

 ２．縄文時代（じょうもんじだい）の北海道で、長野県でとれるものが見つかっていますが、それは何ですか？ 

正解：③黒曜石（こくようせき）の矢じり                                       
 

長野県（ながのけん）は全国有数の米どころですが、縄文時代（じょうもんじだい）には、まだ米づくりの形跡（けいせき）

はみられません。また、質（しつ）の良いヒスイの原産地（げんさんち）ではありますが、この時代の北海道（ほっかいどう）

の遺跡（いせき）からは、見つかっていません。なので、正解は③黒曜石（こくようせき）の矢じり。北海道（ほっかいどう）と

長野県（ながのけん）はかなり遠いけれど、飛行機も鉄道もない時代から人々は交流（こうりゅう）していたんですね。 

３．国の重要文化財にも指定された「土面（どめん）」が見つかったのは、何という遺跡（いせき）ですか？ 

正解：②ママチ遺跡（ままちいせき） 
 

北海道（ほっかいどう）の千歳市（ちとせし）にあるママチ遺跡（いせき）は、今のところ北海道（ほっかいどう）で唯一（ゆ

いいつ）、土面（どめん）が見つかった遺跡（いせき）です。この土面（どめん）は、日本列島（れっとう）の他の遺跡（いせ

き）から見つかったものに比べ、眉（まゆ）立ちが高く、鼻筋（はなすじ）も通っており、かなりのイケメン？ いやいや、ベッピ

ンさんのようです。いずれにしても貴重（きちょう）な出土品（しゅつどひん）ですね。 

４．北海道（ほっかいどう）で、初めて国宝（こくほう）に指定された土偶（どぐう）は？ 

正解：②中空土偶（ちゅうくうどぐう） 

 

現在、国宝「土偶（どぐう）」は５つあります。ここでは北海道（ほっかいどう）で、と聞かれているので、正解は②「中空土

偶（ちゅうくうどぐう）」です。ちなみに、この土偶（どぐう）は著保内野遺跡（ちょぼないのいせき／北海道茅部郡南茅部

町）から出土（しゅつど）しました。「仮面（かめん）の女神（ビーナス）」は中ッ原遺跡（なかつはらいせき）／長野県茅野

市 出土（しゅつど）、「合掌土偶（がっしょうどぐう）」は風張１遺跡（かざはり１いせき）／青森県八戸市 出土（しゅつ

ど）、「縄文（じょうもん）の女神（めがみ）」は西ノ前遺跡（にしのまえいせき）／山形県最上郡舟形町 出土（しゅつど）、

「縄文（じょうもん）のビーナス」は棚畑遺跡（たなばたけいせき）／長野県茅野市 出土（しゅつど）です。 

５．動物の骨や牙、貝などで作った平玉がたくさん見つかった船泊遺跡で、一緒に発見されたものは、何？ 

正解：②玉を作っていた作業場 
 

この質問は、船泊遺跡（ふなどまりいせき）のことを聞いていますから、「お宝ベスト５」の４つ目に正解が書かれています。

特に重要（じゅうよう）だとされているのは、貝などで作った平玉のアクセサリーが見つかっただけでなく、作業場（さぎょう

ば）が見つかったことで、アクセサリー類を作っていたことがわかったからです。北海道（ほっかいどう）で丸木舟（まるき

ぶね）の一部が発見されたのは、石狩紅葉山４９号遺跡（いしかりもみじやま４９ごういせき）。長野県（ながのけん）の黒

曜石（こくようせき）の矢じりが見つかったのは、木古内幸連５遺跡（きこないこうれん５いせき／北海道上磯郡）です。 


